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ARDSに対するNO吸入とPEEPの併用効果
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く背景>

一酸化窒素 (NO) とは、血管拡張作用が

あり、ヘモグロビンとの結合力が強く、血

管内での半減期は数秒と短い物質である。

急性呼吸窮迫症候群 (ARDS)患者にNOを

低濃度で吸入させると、吸入気が分布する

肺胞領域の肺血管を選択的に拡張、肺高血

圧を改善し、ガス交換を改善することが明

らかにされている。しかし、実際にARDS患
者にNO吸入療法を行うと、酸素化の改善す

る例と改善しない例があり、その差の原因、

機序は明確でない。

く仮説>

NO吸入によって酸素化が改善されるため

にはNOと酸素が肺胞に到達しなければなら

ない。 PEEPは換気不良の肺胞の換気をよく
するので、 NO吸入とPEEPとを併用すれば酸

素化を改善する作用が増強されるのではな

いかと考えた。

く方法>

肺動脈カテーテルを挿入した6例のARDS
患者を対象とした。 NO吸入にはサーボベン

チレータ-900Cのlowpressure inletを利

用した。純窒素ガスに80 OppmのNOを含

むボンべからガス流量計を介してNOを投与

した。呼気ガスおよび人口呼吸器からの余

剰ガスは麻酔ガス排除装置を用いて屋外に

捨てた。NOモニターには高感度の化学発光

測定装置 (TerrnoenvironmentalModel42)を

用いた。鎮静薬、筋弛緩薬投与下で、 Fi02

1.0とし12-25 cm H20のプレッシャーコント
ロール換気下でPEEPを10 、5、Ocm H20 

と変え4ppmのNO投与時と非投与時を比較

した。平均肺動脈圧、肺動脈模入圧、血液

ガス、心拍出量の測定を行った。

く結果>

症例は10歳から 80歳までのARDS患者
6例で、 ARDSの原因は敗血症もしくは肺炎

であった。うち 2例が死亡した。 5例では

PEEPにてPa02の上昇を認め、酸素化改善効
果を認めた。この5例でNO吸入を併用する

と、 PEEPと相乗的に酸素化の改善が認めら
れる例 (acc巴leratedeffect)と、相加的に認め
られる例 (additiveeffect)、NO吸入の相加効

果が少ない例 (weakadditive effect)の3つの

パターンがみられた。 l例はPEEPのみにて

Pa02の上昇を認めず、さらにNO吸入を併用
しでも相加効果もなかった (noresponse to 

PEEP) 0 NO吸入による平均肺動脈を下げる

効果はweakadditive eff，巴ctで、あった2例が弱く、

NO吸入による酸素化改善効果が強かった他

の4例 (noresponse to PEEPのl例を含む)

は明らかに認められた。

く考察>

仮説では、 ARDSに対しNO吸入とPEEPと

を併用すれば換気されていない肺胞にNOと

酸素が新たに入り、酸素化改善効果が増強

されると考えた。実際では、併用効果があ

る場合と、主にPEEPのみ有効な場合、 NO吸

入のみ有効な場合があった。 3種のパター
ンがいかなる機序でおきるのかわからない。

しかし、 NO吸入の酸素化改善効果に症例に

より差があることの機序の解明にも参考に

なると思われる。

併用療法が有効な例は、併用療法によっ

て、低~)NO吸入濃度でのNO吸入療法の可能

性が高まると思われる。

く結語>
ARDS患者に対しPEEPとNO吸入とを併用

して酸素化改善の程度をみた。併用効果が

ある場合と、主にPEEPが有効な場合、 NO吸

入が有効な場合があった。


